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Ⅲ．学生の音楽表現の課題に対する取り組み
3－1 資料1 オリジナルソングの創作課題
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3－2 資料2 ダンスの振り付けの創作課題
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Ⅳ．振り返りと考察
今回の取り組みに対して学生は次の内容について振り返りを行った。①作成を終えての感想
（工夫したところ・気が付いたこと等）。②今回の取り組みで自分にどのような力が付いたと思
うのか。③今後どのように活用して行く事が考えられるのか。
①について
・できるだけ体を大きく動かすことが出来るように時間をかけて考えた。
・動きが楽しいと感じられるように面白い振り付けを考えるところに苦労した。
・最後は友達と手をつないで歌うようにしてコミュニケーションが深まるようにした。
・踊る対象者やねらいを考えて創作することが大切だと思った。
・自分一人で一から作り第三者にもわかりやすく絵で伝えるというのは難しかったが出来上がっ
た時達成感を感じることが出来て良い経験になった。
②について
・自分の中のコードネームの使用範囲が広がった。
・音符を正しく書く力がついたと思う。音符の足し算の復習が出来た。
・曲に合わせてダンスを考案する力がついたと思う。
・動きを絵で伝えるという発想と力が身についたと思う。
・年齢に合わせたものを考案する力と自分自身の表現力が今までより身についたように思う。
・ダンスに限らずあそびの援助を行う際，保育者側が願う事ばかりではなく子どもたちの心を
考える事の意味を実感できた。
③について
・保育の現場に勤めたら運動会，発表会，ほかにも様々な場面で，子どもたちが楽しく覚えや
すく笑顔で踊れるダンスを考えて行きたいと思う。
・子どもたちが踊ったダンスをお便りに載せて保護者と一緒に踊ることが出来るようにして親
子のコミュニケーションにもつながるようにしたい。
・子どもたちは日常の中で大人には思いつかないすてきな言葉を発することが多いので記録し
ておいてメロディーをつけてみんなで歌ってみたい。
このことから，おおむね授業の「ねらい」としている部分は達成できたのではないかという
印象を受けた。しかし，音符のたし算についてまでは当初の授業のねらいには入っていなかっ
た。取り組みの段階や提出の段階で楽譜の記載に対しての質問や誤りに対して再提出などを行
う事で，そのような効果も期待できるのであれば，今後も丁寧に進めていくことの重要性を意
識して行きたい。また，作成時にコミュニケーションをとることや心身の健康につながる内容
を考える事で自然に「保育内容5領域」に対する意識が備わっていることが確認できる。これ
は2年次の最終の姿として大変特徴的であり，様々な教科から修得した2年間の学びの集大成
であると考える。
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Ⅴ．ま と め
学生は今回の取り組みに対して，子どもたちの視点に立って試行錯誤して作成にあたった。
子どもたちの豊かな表現力を育てるためには，多種多様な方法が存在する。保育者が既存の教
材を使用し子どもにダンスや歌を教えていくという事も必要であると思うが，子どもたちとと
もに，子どもたちの中にある思いやイメージ，想像していること等を体で表現して楽しむ活動
も大変意味のある活動に発展していくことが期待できるのではないかと考える。
日々の保育の中で，こどもたちの個性や特徴，興味関心などについて一番理解を深めている
のは，やはり担当保育者なのではないだろうか。その中で，子どもたち一人ひとりを想う愛情
の中で，豊かに楽しむことができる活動内容を保育者の発想をもって作成し展開して行く事は，
大変意義深い事なのではないかと考える。
また，子どもたちが自分たちで考えて表現して遊ぶこと，年長児が考え，年中・年少児みん
なで表現してみる，という事も縦割りのクラス編成を行っている現場では活用できそうである。
そのような活動の中で子どもたちの「生きる力」の根底になる部分が育っていくと良いと思う。
今回の取り組みに関しては，行う前には「難しそうだ。」と気持ちが前向きにならなかった
学生もいたが，いざ取り組んでみると「思ったよりも楽しかった。」「思ったよりも取り組みや
すかった。」「できた時に達成感を感じることが出来てうれしかった。」「子どもたちと一緒に実
践してみたい。」「歌やダンスを子どもたちと一緒に考えて形にして取り組んでみようと思う。」
というような感想が多く出ていた。今回の経験を活かし，保育の現場で保育者主導ではなく，
先にあげた「子どもにとってどうであるのか」という視点を常に忘れず，いつも笑顔で子ども
たちの目線に立って向き合ってほしいと願っている。
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